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前ページのコスモスは、靜原にて、のどかな光景が広がっている。 

プロもアマの家庭菜園もあるだろう。⽬と⽬があって、おはようございますの挨拶。 

⼤根ですかと質問、その他、いろいろ⼿⼊れをされている。 

この⽇は、快晴だが、少し⾵があった。 

 

 

   

 

 

 

 



情報ゲット。短い会話で、状況が推測できる。 

相⼿には⼤きなお世話になることもあり、質問の仕⽅は、要注意。 

コロナで警戒する⼈もあるだろうが、この時間帯、私だけがマスクをして距離を保ち、 

注意は、している。次は、靜原から江⽂峠、⼤原の⾥へ。 

 

 

   

 

 

 

 

⽊々や緑を⾒るのは、⽬のため。少しでも⻑く、画像記録を楽しみたい。 

基本は⼼⾝の健康。若いからと油断はできない世相。 

旅のスタイルもいろいろ。海外の画像発信に興味のある⼈や、その他、興味もいろいろ。 

ビワイチをしてきたと話すると、その発想が⾯⽩い、との⼀⾔。 

画像記録、素材収集は、出会いがあればと、いうことで、ビワイチが目標。 

体⼒テスト。⽇帰りが可能なら、そんな冒険⼼も脳裏に。 


